
関
西
学
連

中
部
学
連

中
四
国
学
連

北
海
道
学
連

関
東
学
連

東
北
学
連

２９
日
に
合
気
神
社
大
祭

偲
ぶ
会
は
２５
日
に

入身転換
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令
和
８
年
３
月
１１
日
、
吹
田

市
立
武
道
館
「
洗
心
館
」
に
て

令
和
７
年
度
関
西
学
生
合
気
道

連
盟
春
期
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。連
盟
加
盟
校
の
う
ち
、

１１
大
学
、
１
０
３
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
本
部
道

場
よ
り
日
野
皓
正
指
導
部
師
範

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
ご

指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
新
入
生

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
と
い
う

内
容
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
め
て
合
気
道
に
触
れ
る

人
に
対
す
る
受
身
の
段
階
的
な

指
導
法
や
そ
こ
か
ら
技
の
中
で

受
身
を
す
る
際
の
注
意
点
や
ポ

イ
ン
ト
、
ま
た
新
入
生
を
教
え

る
立
場
に
な
る
に
あ
た
っ
て
の

心
構
え
な
ど
、
各
大
学
で
認
識

や
指
導
法
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り

が
ち
な
部
分
に
１
つ
の
軸
を
作

っ
て
い
た
だ
い
た
、
そ
の
よ
う

な
講
習
会
で
し
た
。

新
入
生
を
迎
え
る
ま
で
残
り

１
カ
月
を
切
り
始
め
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
受
身
の
確
認
と
い
う

合
気
道
の
基
本
の
基
本
に
立
ち

返
っ
た
講
習
会
を
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
参
加
し
た
学
生
に
と

っ
て
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
ご
指
導
い
た
だ
い
た
も

の
は
関
西
学
連
が
中
心
と
な
り

各
大
学
に
共
有
し
、
こ
れ
か
ら

入
部
し
て
く
れ
る
新
１
年
生
も

含
め
て
、
関
西
の
学
生
の
合
気

道
の
更
な
る
実
力
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
（
西
江
涼
関

西
学
生
合
気
道
連
盟
委
員
長
）

令
和
７
年
度
中
部
学
生
合
気

道
連
盟
春
期
講
習
会
は
３
月
２６

・
２７
日
の
両
日
、
愛
知
県
武
道

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
習
会
に
は
中
部
学
連
に
加

盟
し
て
い
る
１０
校
の
う
ち
８
校

が
集
ま
り
、
２
日
と
も
に
約
７０

名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
講
師
と

し
て
梅
津
翔
本
部
道
場
指
導
部

師
範
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
新

入
生
に
対
す
る
合
気
道
指
導
の

注
意
点
や
技
の
中
で
の
体
の
使

い
方
等
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

１
日
目
は
新
入
生
に
対
し
て

の
指
導
方
法
や
合
気
道
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
段
階
を
踏
ん

で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

２
日
目
で
は
１
日
目
の
内
容

を
踏
ま
え
た
受
身
の
基
本
や
基

本
動
作
を
意
識
し
た
動
き
を
学

び
ま
し
た
。
両
日
と
も
に
、
充

実
し
た
学
び
多
い
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。
講
習
会
に
参
加
し

た
学
生
か
ら
は
、
基
本
を
大
事

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
で
き
た
こ
と
や
普
段
と
は
違

っ
た
視
点
に
よ
る
稽
古
で
た
め

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
感
想
が

見
ら
れ
ま
し
た
（
第
６０
代
中
部

学
生
合
気
道
連
盟
委
員
長

道

風
昊
介
）

中
・
四
国
学
生
合
気
道
連
盟

令
和
７
年
度
春
期
講
習
会
は
、

２
月
２７
、
２８
の
両
日
に
、
愛
媛

県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今

年
度
は
桑
原
将
太
本
部
道
場
指

導
部
指
導
員
を
お
招
き
し
、
加

盟
６
校
７２
名
が
参
加
し
た
。

初
日
の
稽
古
で
は
後
ろ
受
身

や
基
本
技
、
一
教
を
重
点
的
に

確
認
し
た
。
一
教
は
抑
え
方
次

第
で
受
け
の
起
き
上
が
り
や
す

さ
が
変
わ
る
こ
と
を
実
践
で
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
日
目
の
稽
古
で
は
前
受
身

や
半
身
に
つ
い
て
稽
古
を
行
っ

た
。
今
回
、
稽
古
中
に
怪
我
に

つ
い
て
も
扱
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
怪
我
の
し
な
い
安
全
で
楽

し
い
稽
古
で
多
く
の
新
入
部
員

が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

少
し
合
気
道
か
ら
離
れ
た
遊

び
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て

合
気
道
を
学
習
で
き
た
。
桑
原

先
生
は
筋
肉
や
骨
の
知
見
が
広

く
、
身
体
の
構
造
を
考
え
て
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
新

入
生
に
対
し
て
技
の
習
得
が
重

要
で
あ
る
が
、
時
々
は
楽
し
く

気
を
抜
い
て
稽
古
を
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
教
わ
っ
た
。

今
年
度
は
講
習
会
前
に
大
学

主
将
稽
古
、
講
習
会
後
に
大
学

間
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。
指

導
方
法
に
つ
い
て
各
大
学
で
刺

激
を
与
え
合
え
た
。
大
学
間
意

見
交
換
会
は
「
新
歓
の
仕
方
」

「
中
・
四
国
学
生
合
気
道
連
盟

の
盛
り
上
げ
方
」
の
２
つ
に
つ

い
て
議
論
し
、
多
く
の
意
見
を

交
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
中

・
四
国
学
生
合
気
道
連
盟
第
５４

代
委
員
長

後
藤
朴
然
）

稽古に励む関西学連の参加者たち

令
和
７
年
度
北
海
道
学
生
合

気
道
連
盟
春
期
講
習
会
は
２
月

２８
日
、
３
月
１
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
北
海
道
大
学
武
道
場
に

て
、
藤
田
す
み
れ
本
部
道
場
指

導
部
指
導
員
に
よ
る
ご
指
導
の

下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
加
盟
校

２
校
か
ら
計
１８
名
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
習
会
は
２
日
間
を
通
し
て

新
入
生
へ
の
指
導
法
、
稽
古
の

進
め
方
を
中
心
に
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

１
日
目
前
半
は
体
操
、
単
独

の
受
け
身
、
構
え
、
足
さ
ば
き

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
新
入

生
の
横
に
つ
い
て
一
緒
に
動
き

な
が
ら
説
明
し
、
怪
我
を
防
ぐ

た
め
に
し
っ
か
り
と
見
守
る
重

要
性
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
日
目
後
半
で
は

角
落
と
し
や
四
方
投
げ
を
片
膝

を
つ
い
た
状
態
か
ら
行
い
、
新

入
生
が
上
達
し
や
す
く
怪
我
を

し
に
く
い
練
習
方
法
を
教
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
一
教
運
動
を
通

じ
て
体
を
良
く
練
る
練
習
法
を

学
び
、
合
気
道
の
技
に
体
を
慣

れ
さ
せ
る
た
め
の
鍛
錬
方
法
に

つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。２

日
目
前
半
は
転
身
の
際
に

間
合
い
を
詰
め
す
ぎ
な
い
こ

と
、
後
ろ
両
手
取
り
で
は
受
け

が
取
り
の
腕
を
密
着
し
て
持
つ

こ
と
、
取
り
と
の
結
び
を
意
識

し
な
が
ら
受
け
を
取
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
技
を
通
じ
て
受
け

身
の
基
礎
と
そ
の
指
導
方
法
に

つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

後
半
で
は
前
回
り
受
身
を
確

認
し
、
新
入
生
が
怪
我
を
し
や

す
い
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
に
注
意
し
な
が

ら
前
回
り
受
身
を
取
る
技
を
練

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
北
海
道
学
生
合
気
道
連
盟
委

員
長

祖
田
明
日
夏
）

関
東
学
生
合
気
道
連
盟
令
和

７
年
度
春
期
講
習
会
が
３
月

４
、
５
の
両
日
に
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
加
盟
２１
校
、
１
０
６
名
の

学
生
が
参
加
し
た
。
今
回
の
春

期
講
習
会
で
は
、
中
村
仁
美
本

部
道
場
指
導
部
指
導
員
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
新
入
生
を
迎
え

る
準
備
と
し
て
、
新
入
生
に
対

す
る
効
果
的
な
指
導
方
法
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
一
日
目
の
稽
古

で
は
基
本
的
な
技
や
動
き
を
中

心
に
、
新
入
生
が
安
全
か
つ
楽

し
み
な
が
ら
技
を
習
得
で
き
る

方
法
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
夜
に
は
立
食
形

式
で
の
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、

大
学
の
垣
根
を
超
え
た
学
生
同

士
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。
会
の

中
盤
で
は
、
中
村
先
生
よ
り
ご

提
案
い
た
だ
い
た
企
画
を
実
施

し
た
。
各
大
学
１
名
「
先
輩
に

し
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
」
を
発
表
し
、
温
か
い
雰
囲

気
の
中
、
新
入
生
を
ど
の
よ
う

に
迎
え
る
か
を
考
え
る
貴
重
な

会
と
な
っ
た
。
初
日
で
は
ペ
ア

替
え
を
控
え
る
学
生
も
見
受
け

ら
れ
た
が
、
懇
親
会
を
経
て
交

流
が
深
ま
っ
た
為
か
、
二
日
目

の
稽
古
で
は
技
ご
と
に
積
極
的

に
ペ
ア
を
替
え
、
和
気
藹
々
と

稽
古
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。本

講
習
会
を
通
じ
て
、
参
加

者
は
新
入
生
へ
の
指
導
方
法
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
、
基
本
的

な
動
き
や
技
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
と
、
学
生
間
で
親
交
を

深
め
る
良
い
契
機
を
得
た
。
今

後
も
関
東
学
生
合
気
道
連
盟
一

同
、
各
大
学
の
相
互
親
睦
を
よ

り
一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
尽
力

し
て
い
き
た
い
。

（
関
東
学
生
合
気
道
連
盟

講

習
会
担
当

三
角
真
由
）

令
和
７
年
度
東
北
学
生
合
気

道
連
盟
春
期
講
習
会
（
主
催
‥

（
公
財
）
合
気
会
）
が
３
月
２３

日
、
２４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
道
場

よ
り
有
馬
隼
人
本
部
道
場
指
導

部
指
導
員
を
お
招
き
し
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
１
日
目
は
、
二
人
一

組
で
１
年
生
役
と
上
級
生
役
に

な
り
き
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
し
ま
し
た
。
初
心
者
の
新

入
生
に
対
し
て
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
言
葉
で
指
摘
し
、
説
明

す
る
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
参

加
者
は
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
北
学
連
で
集
ま

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
い
う
こ
と
で
、
技
の
説
明
に

対
す
る
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

お
互
い
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
で
は
、
基
本
技
に
お

け
る
注
意
点
を
有
馬
先
生
か
ら

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
取

り
だ
け
で
な
く
、
直
接
怪
我
に

繋
が
る
可
能
性
の
あ
る
受
け
に

対
し
て
は
、
安
全
な
方
法
を
新

入
生
に
教
え
る
必
要
性
を
講
習

会
の
中
で
改
め
て
学
び
ま
し

た
。講

習
会
を
通
し
て
、
技
の
中

で
意
識
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

上
級
生
が
理
解
す
る
必
要
性
が

あ
り
、
新
入
生
へ
の
適
切
な
指

導
は
上
級
生
自
身
の
成
長
に
も

繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
東
北
学
連
事
務
局
）

道

歌

に
ち日

々
の
わ
ざ
の

稽
古
に
心
せ
よ

一
を
以
っ
て

よ
ろ
ず

万
に
当
た
る
ぞ

ま
す
ら
を

武
夫
の
道

第
６３
回
全
日
本
合
気
道
演

武
大
会
は
、５
月
２３
日（
土
）、

東
京
・
千
代
田
区
の
北
の
丸

公
園
内
の
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
午
前
１１
時
開
場
、

正
午
開
会
、
午
後
５
時
閉
会

の
予
定
。
一
般
の
参
観
者
歓

迎
、
入
場
無
料
で
す
。

〔
個
人
演
武
〕植
芝
守
央
道

主
、
本
部
道
場
師
範
、
地
域

道
場
師
範
ら
が
出
場
。

〔
団
体
演
武
〕本
部
道
場
、

地
域
道
場
、
社
会
人
団
体
、

学
生
連
盟
な
ど
約
７
千
５
百

名
が
出
場
。

主
催
�
（
公
財
）
合
気
会

協
力
�
全
日
本
合
気
道
連

盟
、
全
国
学
生
合
気
道
連
盟

後
援
�
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
東

京
都
、
（
公
財
）
日
本
武
道

館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

「
合
気
神
社
例
大
祭
」（
植

芝
家
主
催
）
は
、
４
月
２９
日

（
昭
和
の
日
）
茨
城
県
笠
間

市
（
旧
岩
間
町
）
の
合
気
神

社
で
執
り
行
わ
れ
る
。
午
前

１１
時
か
ら
大
祭
、
開
祖
並
び

に
二
代
道
主
慰
霊
祭
と
続

き
、
神
事
の
後
、
植
芝
守
央

道
主
の
挨
拶
、
奉
納
演
武
が

行
わ
れ
、
正
午
過
ぎ
に
祭
典

は
終
了
す
る
。
そ
の
後
、
直

会
が
開
か
れ
る
予
定
。

合
気
会
は
恒
例
の
「
開
祖

・
吉
祥
丸
二
代
道
主
を
偲
ぶ

会
」
を
４
月
２５
日
の
午
後
７

時
か
ら
本
部
道
場
で
開
催
す

る
。
開
祖
と
吉
祥
丸
二
代
道

主
を
偲
び
、
映
像
を
上
映
す

る
予
定
。

各
地
で
桜
が
満
開

と
な
り
春
爛
漫
の
季

節
と
な
っ
た
。
近
所

の
名
所
に
花
見
に
出

か
け
た
。
風
に
乗
っ

て
桜
の
花
び
ら
が
青

空
に
舞
っ
て
い
た
。
桜
の
木
の

下
で
は
人
々
が
思
い
思
い
に
花

見
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
の
ど
か
な
雰
囲
気
に
幸
せ

を
感
じ
た
。

と
こ
ろ
で
、
４
月
に
な
っ
て

二
千
品
目
以
上
の
食
品
の
値
上

げ
で
、
先
行
き
が
心
配
だ
。
原

因
は
円
安
由
来
の
原
材
料
の
値

上
が
り
と
物
流
コ
ス
ト
の
増
大

や
人
手
不
足
に
由
来
す
る
人
件

費
の
増
加
に
よ
る
よ
う
だ
。
こ

れ
ら
に
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
事

実
上
の
封
鎖
に
伴
う
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
増
加
分
は
ま
だ
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
製

造
コ
ス
ト
や
物
流
コ
ス
ト
が
更

に
増
え
よ
う
。

イ
ラ
ン
情
勢
し
だ
い
だ
が
、

本
稿
執
筆
中
も
攻
撃
は
続
い
て

い
る
。
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
し
ば
し
ば
軍
事
作
戦
は
当

初
の
目
標
を
達
成
し
た
と
言
い

な
が
ら
攻
撃
を
続
け
て
い
る
。

ど
う
や
ら
攻
撃
を
止
め
た
く
な

い
イ
ス
ラ
エ
ル
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
イ
ラ
ン

の
反
撃
も
続
い
て
い
て
終
わ
り

の
見
え
な
い
状
況
だ
。

米
国
で
は
、
中
間
選
挙
が
十

一
月
に
行
わ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
し
て
は
国
民
の
支
持

率
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
現

在
、
そ
の
支
持
率
が
低
下
し
続

け
て
い
て
今
や
不
支
持
率
が
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
特
に
車

社
会
の
米
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
価

格
の
高
騰
は
致
命
的
だ
。
イ
ラ

ン
攻
撃
以
来
、
米
国
の
ガ
ソ
リ

ン
価
格
は
三
割
程
度
上
昇
し
て

い
る
よ
う
だ
。

今
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
共

和
党
の
支
持
基
盤
に
も
イ
ラ
ン

攻
撃
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
よ

う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
本

心
で
は
早
期
終
結
を
願
っ
て
い

る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。
ど
の

よ
う
な
終
わ
り
方
に
な
る
の
か

予
測
は
困
難
だ
が
、
大
統
領
に

支
持
率
と
い
う
圧
力
を
か
け
ら

れ
る
米
国
民
の
良
識
に
期
待
し

た
い
。

（
可
児
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）
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公
益
財
団
法
人
合
気
会
は
３

月
１７
日
、
合
気
道
本
部
道
場
に

て
令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
植
芝
守
央
道

主
が
「
合
気
会
の
職
員
一
同
、

一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
当
会
の

理
事
の
方
々
と
も
に
、
多
く
の

合
気
道
関
係
者
が
前
向
き
に
進

ん
で
い
く
形
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

会
議
は
定
款
に
基
づ
き
植
芝

守
央
理
事
長
が
議
長
を
務
め
、

森
智
洋
総
務
課
長
に
よ
る
定
足

数
の
確
認
後
、
議
事
録
署
名
人

を
植
芝
理
事
長
と
山
本
高
英
監

事
が
務
め
た
。

審
議
で
は
、
�１
令
和
８
年
度

事
業
計
画
と
収
支
予
算
の
承

認
、
�２
代
表
理
事
（
理
事
長
）

・
専
務
理
事
・
常
務
理
事
の
職

務
執
行
状
況
の
報
告
、
�３
利
害

関
係
理
事
と
法
人
間
の
取
引
、

�４
定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
各
議
案
は
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。続

い
て
報
告
事
項
と
し
て
、

植
芝
専
務
理
事
よ
り
、
�１
令
和

８
年
段
位
本
部
審
議
委
員
、
�２

令
和
８
年
推
薦
昇
段
概
要
、
�３

合
気
会
「
ｅ
シ
ス
テ
ム
」
、
�４

令
和
８
年
度
職
員
構
成
、
�５
本

部
道
場
の
改
修
、
�６
国
際
合
気

道
連
盟
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
。

す
べ
て
の
議
事
・
報
告
を
終

え
、
植
芝
理
事
長
の
閉
会
宣
言

を
も
っ
て
散
会
し
た
。

植芝道主による挨拶植芝道主を中心に

令
和
８
年
度
合
気
道
学
校

開
講
式
は
、
４
月
１
日
（
中

級
）、
２
日
（
初
級
）、
３
日

（
上
級
）
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
計
５３
名
が
入
校
し
た
。

開
講
式
で
植
芝
守
央
学
校

長
は
「
担
当
師
範
の
動
き
を

見
て
、
教
え
を
よ
く
聞
き
稽

古
を
し
、
探
求
し
て
く
だ
さ

い
。
合
気
道
の
精
神
を
活
か

し
よ
り
良
い
社
会
生
活
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
た
。

担
当
講
師
の
紹
介
の
後
、
第

１
回
目
の
稽
古
に
移
っ
た
。

各
課
程
の
講

師
は
次
の

通

り
。上

級
課
程
�

伊
藤
眞
指
導
部

師
範
、
里
舘
潤

本
部
道
場
指
導

部
指
導
員
、
中

級
課
程
�
鈴
木

俊
雄
、
小
山
雄

二
両
指
導
部
師

範
、
初
級
課
程

�
金
澤
威
、
梅

津
翔
両
本
部
道
場
指
導
部
師

範
。合

気
道
学
校
は
、
各
課
程

を
通
じ
て
合
気
道
の
実
技
と

理
論
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
基
礎
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
沿
っ
て
指
導
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
で
８
月

下
旬
ま
で
３８
回
の
稽
古
が
行

わ
れ
る
。

所
定
の
課
程
修
了
者
に
は

修
了
証
の
ほ
か
、
昇
段
級
審

査
の
上
、初
級
課
程
は
四
級
、

中
級
課
程
は
二
級
、
上
級
課

程
は
初
段
ま
で
授
与
さ
れ

る
。

令
和
８
年
武
道
振
興
大
会
は

３
月
４
日
、
１２
時
１５
分
か
ら
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
武
道
議

員
連
盟
所
属
の
国
会
議
員
、
各

武
道
団
体
関
係
者
約
２
０
０
名

が
出
席
し
た
。
合
気
道
か
ら
は

（
公
財
）
合
気
会
理
事
長
・
植

芝
守
央
道
主
を
は
じ
め
、
合
気

会
役
員
ほ
か
１６
名
が
出
席
。

こ
の
大
会
は
武
道
議
員
連

盟
、日
本
武
道
協
議
会
、（
公
財
）

日
本
武
道
館
の
３
団
体
が
、
武

道
の
振
興
諸
施
策
実
施
に
つ
い

て
支
援
・
助
成
を
要
望
す
る
決

議
文
を
採
択
し
、
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
会
は
片
岡
正
徳
（
公
財
）

日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務

局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
丹

羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理
事
・

事
務
局
長
の
開
会
宣
言
で
始
ま

り
、
江
渡
聡
徳
武
道
議
員
連
盟

会
長
と
高
村
正
彦
日
本
武
道
協

議
会
・
（
公
財
）
日
本
武
道
館

会
長
か
ら
主
催
３
団
体
代
表
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
松
本
洋

平
文
部
科
学
大
臣
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

そ
の
後
、
田
名
部
匡
代
武
道

議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事
長
よ

り
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道

協
議
会
・
日
本
武
道
館
の
三
者

に
よ
る
大
会
決
議
文
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
武
道
の
無
形
文
化
財

登
録
、
中
学
校
武
道
授
業
の
充

実
、
部
活
動
の
地
域
展
開
等
、

武
道
振
興
発
展
の
た
め
の
９
項

目
を
要
望
す
る
決
議
が
披
露
さ

れ
た
。

高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
の

来
賓
祝
辞
代
読
、
森
英
介
衆
議

院
議
長
よ
る
来
賓
祝
辞
に
続

き
、
各
武
道
団
体
代
表
者
に
よ

る
挨
拶
に
移
っ
た
。

合
気
会
か
ら
は
植
芝
理
事
長

が
「
合
気
道
は
国
内
外
で
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
お
り
ま
す
。
国

内
、
特
に
中
学
・
高
校
へ
の
普

及
に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
連
盟

と
協
力
し
あ
い
活
性
化
す
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
今
年
、
国
際
合
気
道
連
盟
が

結
成
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
、
約
１
４
０
の
国
と
地
域
に

合
気
道
の
輪
が
広
が
っ
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
日
本
に
馴
染

み
の
薄
い
地
域
に
も
普
及
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
合
気
道
の
理

念
と
技
法
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
指
導
に
当

り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
川
端
達
夫（
公
財
）

日
本
武
道
館
理
事
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
親
睦
会
が
和
や
か
に
行

わ
れ
、
各
道
関
係
者
は
武
道
振

興
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し

た
。

第
４
回
大
阪
合
気
道
連
盟
指

導
者
講
習
会
は
３
月
１
日
、
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
を
お
招
き

し
大
阪
府
豊
中
市
に
あ
る
合
気

道
豊
中
正
泉
寺
道
場
に
て
行
わ

れ
た
。

今
講
習
会
は
、
大
阪
府
連
と

し
て
次
世
代
の
若
手
指
導
者
の

育
成
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

講
習
会
で
、
講
習
会
に
は
府
連

加
盟
団
体
か
ら
１２
団
体
、
６８
名

以
上
が
稽
古
に
参
加
し
た
。

講
習
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

開
会
式
で
は
植
芝
道
場
長
、
主

催
者
と
し

て
木
村
大

阪
府
合
気

道
連
盟
会

長
、
田
中

同
副
会
長

が
挨
拶
を

さ
れ
た
。

１３
時
半
よ

り
始
ま
っ

た
講
習
会

は
、
２
時

間
を
超
え
る
講
習
会
と
な
っ
た

が
、
参
加
者
は
最
後
ま
で
集
中

力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
真
剣
に

稽
古
に
励
ん
だ
。

植
芝
道
場
長
は
、
礼
法
、
受

け
身
、
膝
行
な
ど
の
基
本
動
作

な
ど
を
は
じ
め
、
合
気
道
の
基

本
の
体
捌
き
が
技
の
中
で
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
。さ

ら
に
初
心
者
に
教
え
る
際

の
注
意
点
な
ど
も
踏
ま
え
て
指

導
さ
れ
た
。

植
芝
道
場
長
は
「
新
し
い
方

に
と
っ
て
最
初
の
指
導
者
が
合

気
道
へ
の
入
り
口
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
自
身
が
初
心
者
だ
っ

た
頃
を
思
い
出
し
丁
寧
に
ご
指

導
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
須
磨
弘
大
阪

府
合
気
道
連
盟
理
事
長
よ
り
、

植
芝
道
場
長
へ
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。

参
加
者
の
盛
大
な
拍
手
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
講
習
会
は
成
功

裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

植芝本部道場長による指導

滝
野
川
紅
葉
中
で

合
気
道
の
特
別
授
業

２
月
１２
日
、
１９
日
に
東
京
都

北
区
立
滝
野
川
紅
葉
中
学
校
に

お
い
て
、
合
気
道
の
特
別
授
業

が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
昨
年
に
続
き
２
回
目

の
実
施
と
な
る
。
本
授
業
は
中

学
２
年
生
の
生
徒
約
１
３
０
名

を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

講
師
と
し
て
、
日
野
皓
正
本

部
道
場
指
導
部
師
範
、
桑
原
将

太
同
部
指
導
員
、
藤
田
す
み
れ

同
部
指
導
員
、
中
村
仁
美
同
部

指
導
員
、
セ
シ
ナ
ス
・
ア
レ
ク

シ
同
部
指
導
員
、
私
（
野
中
）

が
派
遣
さ
れ
、
各
日
３
名
ず
つ

が
指
導
を
担
当
し
た
。

授
業
は
両
日
、
５０
分
間
の
稽

古
が
４
コ
マ
行
わ
れ
た
。
授
業

で
は
、
合
気
道
の
楽
し
さ
と
合

気
道
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
話
、
礼
法
、
後
ろ
受

身
や
半
身
、
講
師
に
よ
る
模
範

演
武
、
基
本
技
の
稽
古
と
し
て

逆
半
身
片
手
取
り
角
落
と
し
や

相
半
身
片
手
取
り
小
手
返
し
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
合
気
道
の

動
き
や
技
だ
け
で
な
く
、
相
手

を
思
い
や
る
心
や
周
囲
に
よ
く

気
を
配
る
こ
と
も
強
調
し
て
授

業
が
進
め
ら
れ
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
楽

し
み
な
が
ら
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、
本
授
業
は
、
生
徒
た
ち

が
合
気
道
の
魅
力
を
感
じ
、
武

道
に
対
す
る
興
味
を
大
い
に
深

め
る
機
会
と
な
っ
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
指
導
員

野
中
力

樹
）愛

知
県
連
が
講
習
会

令
和
７
年
度
愛
知
県
合
気
道

連
盟
講
習
会
は
、
２
月
１５
日
、

伊
藤
眞
本
部
道
場
指
導
部
師
範

を
迎
え
、
愛
知
県
立
武
道
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
師
範
の
講
習
会
に
先
立

ち
、少
年
部
講
習
会
が
行
わ
れ
、

３５
名
が
参
加
、
指
導
担
当
は
愛

知
県
合
気
道
連
盟
理
事
・
神
谷

英
志
合
気
道
育
成
会
代
表
。

講
習
会
は
午
後
１
時
よ
り
２

時
間
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
３

７
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
藤
師
範
は
、
「
相
手
を
大

切
に
し
て
稽
古
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
で
す
」と
述
べ
ら
れ
、

合
気
道
の
基
本
の
体
捌
き
で
あ

る
入
身
・
転
換
・
呼
吸
法
が
さ

ま
ざ
ま
な
技
に
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
相
手
と
の
つ
な
が

り
を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
、
ご
指
導
さ
れ
ま
し

た
。

（
愛
知
県
連
事
務
局
）

山
梨
県
連
、合
同
講
習
会

山
梨
県
合
気
道
連
盟
は
２
月

８
日
（
日
）
、
県
内
連
盟
加
盟

団
体
の
合
同
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
夜
か
ら
の
雪
や
予

定
外
の
選
挙
投
票
日
に
重
な
る

な
ど
の
出
来
事
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
、
甲
府
市
緑
ヶ
丘
ス
ポ

ー
ツ
公
園
に
５０
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

本
部
道
場
か
ら
お
越
し
頂
い

た
藤
巻
宏
師
範
の
ご
指
導
の
も

と
、
２
時
間
の
稽
古
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

稽
古
内
容
は
、
基
本
の
体
捌

き
と
足
運
び
の
連
動
、
取
り
と

受
け
の
関
係
性
の
大
切
さ
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
「
日
頃
の
稽

古
の
説
明
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
、
視
点
を
変
え
た
解

説
で
理
解
が
で
き
た
」
「
い
つ

も
と
違
う
人
と
の
稽
古
は
楽
し

か
っ
た
」
と
参
加
者
か
ら
前
向

き
な
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

（
山
梨
県
連
事
務
局
）

滝野川紅葉中学校の生徒たち

相
生
會
の
３
団
体
が

周
年
記
念
大
会
開
く

令
和
８
年
１
月
２４
日
、
２５
日

の
両
日
、
相
生
會
に
所
属
す
る

３
道
場
の
「
相
生
會
合
気
道
尼

崎
道
場
設
立
２５
周
年
」
（
兵
庫

県
尼
崎
市
）、「
相
生
會
に
し
の

み
や
合
気
道
ク
ラ
ブ
設
立
１５
周

年
」
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
、
「
大

庄
合
気
道
教
室
設
立
１５
周
年
」

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
合
同
記

念
大
会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
師
に
は
栗
林
孝
典
本
部
道

場
指
導
部
師
範
、
堀
井
悦
二
相

生
會
師
範
を
招
聘
し
、
２４
日
に

は
西
宮
市
立
中
央
体
育
館
武
道

場
（
西
宮
市
）
に
て
講
習
会
、

２５
日
に
は
尼
崎
市
記
念
公
園
ベ

イ
コ
ム
総
合
体
育
館
格
技
室
に

て
講
習
会
、
演
武
会
を
行
い
ま

し
た
。

兵
庫
県
内
を
は
じ
め
、
京
阪

神
地
区
、
さ
ら
に
は
愛
知
県
、

東
京
都
か
ら
も
多
数
の
ご
参
加

を
賜
り
、
２３
団
体
２
５
０
名
が

集
い
、
会
場
は
活
気
に
満
ち
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
両
師
範
の
ご
指
導

を
体
感
し
体
現
す
べ
く
熱
心
に

稽
古
に
励
み
ま
し
た
。
堀
井
師

範
、
栗
林
師
範
が
本
部
道
場
で

の
修
業
時
代
に
同
じ
時
間
を
過

ご
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の

思
い
出
を
お
話
し
下
さ
り
、
お

二
人
の
深
い
絆
を
感
じ
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

２５
日
の
講
習
会
後
は
演
武
会

が
開
催
さ
れ
、
締
め
く
く
り
と

し
て
堀
井
師
範
、
栗
林
師
範
に

よ
る
師
範
演
武
を
ご
披
露
い
た

だ
き
、
本
大
会
は
盛
況
の
う
ち

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

（
相
生
會

今
田
修
司
） 堀井師範の指導

合
気
道
学
校

令

和

８
年
度

開
講
式

第
４
回
大
阪
府
連
盟
指
導
者
講
習
会

�
公
財

�
合
気
会
理
事
会
開
く

令 和
８年度 武道振興大会



������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������������������������ ��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

合 気 道 新 聞 第７６９号令和８年（２０２６）４月１０日（３）

入江師範の指導

昭
和
１
０
０
年
記
念
第
８
回

外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際
武

道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
６
日

か
ら
８
日
ま
で
日
本
武
道
館
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
日

本
に
留
学
中
の
外
国
人
留
学
生

及
び
在
日
大
使
館
・
領
事
館
に

勤
務
す
る
外
国
人
を
対
象
と
し

て
２４
ヵ
国
の
国
と
地
域
か
ら
５９

名
が
参
加
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
現
代
武
道

９
武
道
か
ら
講
師
が
派
遣
さ

れ
、
合
気
道
で
は
専
門
委
員
と

し
て
入
江
嘉
信
本
部
道
場
指
導

部
師
範
、
日
野
皓
正
同
師
範
、

実
技
助
手
と
し
て
セ
シ
ナ
ス
・

ア
レ
ク
シ
同
指
導
員
、
野
中
力

樹
同
指
導
員
、
日
本
体
育
大
学

合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
岡
本
大
生
氏
、

同
部
堤
翔
馬
氏
、
青
山
学
院
大

学
合
気
道
部
伊
藤
ソ
フ
ィ
ア
ン

大
貴
氏
、
村
上
晋
乃
介
氏
が
派

遣
さ
れ
た
。

３
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
各

武
道
の
実
技
が
９
コ
マ
、
講
義

が
２
コ
マ
行
わ
れ
た
。
開
講
式

の
後
、
各
道
の
講
師
に
よ
る
講

師
演
武
が
行
わ
れ
、
実
技
体
験

が
始
ま
っ
た
。
参
加
者
は
緊
張

感
を
持
ち
つ
つ
も
、
合
気
道
の

特
色
を
感
じ
、
楽
し
も
う
と
す

る
姿
に
と
て
も
好
感
が
持
て

た
。
合
気
道
に
は
毎
回
約
１５
名

が
参
加
し
た
。

講
義
で
は
宗
教
法
人
全
生
庵

住
職
・
大
学
院
大
学
至
善
館
特

任
教
授
の
平
井
正
修
氏
に
よ
る

「
武
道
と
禅
」
、
國
學
院
大
學

名
誉
教
授
の
植
原
吉
朗
氏
に
よ

る
「
武
道
の
教
え
は
『
争
わ
な

い
』
こ
と
」
が
行
わ
れ
た
。

最
終
日
に
は
参
加
者
に
よ
る

意
見
発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
者

証
が
授
与
さ
れ
た
。

メ
キ
シ
コ
で
講
習
会

私
（
伊
藤
）
は
、
２
月
２５
日

か
ら
３
月
３
日
ま
で
、
合
気
道

オ
リ
ン
キ
会
財
団
に
招
か
れ
、

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
に
て
指
導

を
行
っ
た
。

成
田
か
ら
直
行
便
で
１２
時

間
、
空
港
で
代
表
の
マ
ヌ
エ
ル

氏
一
家
の
出
迎
え
を
受
け
た
。

稽
古
は
木
曜
の
夜
オ
リ
ン
キ

会
本
部
道
場
で
２
時
間
。
学
校

の
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
金

曜
土
曜
に
各
２
回
２
時
間
ず

つ
、
日
曜
午
前
の
２
時
間
と
、

計
６
回
の
講
習
を
行
っ
た
。

オ
リ
ン
キ
会
は
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
ー
を
中
心
に
、
観
光
地
で

有
名
な
カ
ン
ク
ン
な
ど
地
方
都

市
に
も
支
部
が
あ
り
、
他
団
体

か
ら
の
参
加
者
含
め
、
８０
名
程

が
汗
を
流
し
た
。

２
０
０
７
年
と
２
０
１
４
年

に
続
き
、
３
回
目
の
メ
キ
シ
コ

訪
問
だ
っ
た
が
、
マ
ヌ
エ
ル
先

生
は
７０
歳
を
超
え
た
現
在
も
大

変
に
お
元
気
で
、
娘
で
指
導
者

の
メ
ヤ
ル
さ
ん
、
奥
様
の
エ
ヴ

ァ
さ
ん
の
助
け
も
得
な
が
ら
、

オ
リ
ン
キ
会
で
指
導
を
続
け
て

い
る
。
ご
一
家
の
合
気
道
に
対

す
る
情
熱
を
深
く
感
じ
た
滞
在

と
な
っ
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

伊
藤
眞
）

ラ
オ
ス
で
巡
回
指
導

私
（
櫻
井
）
は
合
気
会
の
巡

回
指
導
の
一
環
で
、
ラ
オ
ス
人

民
民
主
共
和
国
の
首
都
ヴ
ィ
エ

ン
チ
ャ
ン
を
訪
れ
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
３
回
目
の
訪
問
と
な

る
。稽

古
は
２０
、
２１
日
の
２
日

間
、
ラ
オ
・
日
本
武
道
セ
ン
タ

ー
で
午
前
午
後
、計
４
回
行
い
、

約
７０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
回
は
子
供
が
多
く
参
加

し
て
い
た
の
で
、
時
間
内
で
指

導
の
要
点
を
前
半
子
供
、
後
半

大
人
と
切
り
替
え
て
行
っ
た
。

熱
心
な
稽
古
の
様
子
か
ら
、

ま
た
参
段
審
査
で
の
大
変
勢
い

の
良
い
動
き
か
ら
、
私
以
前
か

ら
続
く
巡
回
指
導
が
、
確
実
に

成
果
を
残
し
て
い
る
の
が
感
じ

ら
れ
た
。

ラ
オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
で
は

唯
一
の
内
陸
国
で
あ
る
。
そ
の

た
め
か
発
展
が
緩
や
か
で
、
人

柄
も
素
朴
さ
を
失
っ
て
い
な

い
。
彼
の
地
で
合
気
道
が
拡
が

っ
て
い
く
の
は
、
技
と
心
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
ま
な

い
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

櫻
井
寛
幸
）

櫻井師範の指導

北
海
道
、指
導
者
研
修
会

令
和
７
年
度
北
海
道
（
当
別

町
）
中
学
校
武
道
授
業
特
化
型

地
域
社
会
指
導
者
研
修
会
が
２

月
１４
、
１５
日
と
２
日
間
に
わ
た

り
、
当
別
町
総
合
体
育
館
に
て

開
催
さ
れ
た
。

中
央
派
遣
講
師
と
し
て
日
野

皓
正
本
部
道
場
指
導
部
師
範
、

私
（
中
村
）
が
指
導
を
行
い
、

北
海
道
連
盟
か
ら
８
団
体
、
約

３０
名
が
参
加
し
た
。

本
研
修
会
は
、
北
海
道
に
お

け
る
中
学
校
体
育
で
の
合
気
道

授
業
の
普
及
お
よ
び
指
導
の
質

の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
外
部
指
導
者
に
求
め
ら
れ

る
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、
教

育
現
場
や
初
心
者
へ
の
指
導
の

場
で
実
践
的
に
活
用
で
き
る
基

礎
的
な
指
導
力
の
習
得
を
目
的

に
行
わ
れ
た
。

講
習
会
で
は
、
講
義
・
実
技

を
通
じ
て
中
学
校
の
授
業
を
行

う
上
で
道
場
の
稽
古
と
学
校
の

授
業
と
の
展
開
の
仕
方
の
違
い

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
合
気
道

を
教
材
の
一
つ
と
し
て
、
合
気

道
で
ど
う
子
ど
も
達
の
成
長
を

助
け
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
自
分
自
身
の
身
体
の

使
い
方
を
確
認
し
な
が
ら
初
心

者
指
導
向
上
に
つ
な
が
る
動
き

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
講
義
・

実
技
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
今
後
の
指
導
に
生
か
せ
る

よ
う
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
学
び

を
持
ち
帰
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。
今
回
の
研
修
会
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
学
び
や
気
づ
き

が
、今
後
の
充
実
に
つ
な
が
り
、

道
内
で
合
気
道
が
よ
り
豊
か
に

広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。
（
本

部
道
場
指
導
部
指
導
員

中
村

仁
美
）

都
の
指
導
者
研
修
会
に
６７
名

令
和
７
年
度
東
京
都
地
域
社

会
合
気
道
指
導
者
研
修
会
は
２

月
２８
日
か
ら
３
月
１
日
の
２
日

間
、
東
京
武
道
館
に
て
行
わ
れ

た
。
東
京
都
合
気
道
連
盟
加
盟

団
体
と
合
気
道
本
部
道
場
の
会

員
計
６７
名
が
参
加
し
た
。
中
央

講
師
と
し
て
合
気
道
本
部
道
場

指
導
部
か
ら
関
昭
二
師
範
と
有

馬
隼
人
指
導
員
が
派
遣
さ
れ
、

ま
た
地
元
講
師
を
東
京
都
合
気

道
連
盟
の
井
阪
有
一
理
事
長
と

木
下
悦
子
相
談
役
が
担
当
し

た
。実

技
は
関
師
範
が
担
当
し
、

計
４
回
の
実
技
の
時
間
を
通
し

て
、
四
方
投
げ
や
第
一
教
、
小

手
返
し
な
ど
の
基
本
的
な
技
を

中
心
に
、
自
身
が
普
段
意
識
し

て
い
る
取
り
や
受
け
の
ポ
イ
ン

ト
、
稽
古
に
対
す
る
姿
勢
な
ど

を
参
加
者
に
示
し
た
。

講
義
で
は
木
下
相
談
役
に
よ

り
「
合
気
道
に
お
け
る
愛
読
書

の
情
報
交
換
」
と
題
し
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
参
加

者
が
合
気
道
に
関
す
る
愛
読
書

を
持
ち
寄
り
、
そ
の
紹
介
と
質

疑
応
答
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
行
わ
れ
、
最
後
に
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
全
体
に
向
け
て
発
表

が
あ
っ
た
。

ま
た
井
阪
理
事
長
の
講
義
で

は
、
「
合
気
道
に
お
け
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

や
、
他
種
目
の
運
動
部
活
動
で

過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
紹
介
し
、
参
加
者

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
意

識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

閉
会
式
で
は
、
東
京
武
道
館

寺
内
定
雄
館
長
よ
り
参
加
者
に

対
し
て
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、

関
師
範
の
講
評
に
よ
り
締
め
く

く
ら
れ
た
。

兵
庫
、指
導
者
研
修
会

令
和
７
年
度
兵
庫
県
（
姫
路

市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導
者

研
修
会
が
２
月
１４
日
と
１５
日
の

２
日
間
、
兵
庫
県
立
武
道
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
１８
団
体
２

０
０
名
が
参
加
し
た
。

中
央
講
師
と
し
て
、
合
気
道

本
部
道
場
か
ら
藤
巻
宏
師
範
と

セ
シ
ナ
ス
・
ア
レ
ク
シ
指
導
員

を
お
招
き
し
、
ま
た
地
元
講
師

と
し
て
、
萱
原
彰
宏
合
気
道
兵

庫
県
連
盟
理
事
長
と
山
地
秀
明

同
理
事
が
指
導
を
務
め
た
。

２
日
間
の
研
修
会
を
通
じ

て
、
藤
巻
師
範
は
、
両
手
取
り
、

諸
手
取
り
、
正
面
打
ち
、
横
面

打
ち
、
突
き
な
ど
多
種
多
様
な

受
け
の
攻
撃
に
対
し
て
、
取
り

は
歩
み
足
や
送
り
足
な
ど
様
々

な
足
運
び
で
体
を
捌
き
、
受
け

と
の
間
合
い
に
応
じ
た
技
の
掛

け
方
を
ご
指
導
さ
れ
た
。

研
修
会
に
は
多
く
の
初
心
者

も
参
加
し
て
い
た
た
め
、
各
々

の
技
量
に
応
じ
た
技
の
動
き
を

説
明
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
対
し
て
も
懇
切
丁
寧
に
応

じ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
研

修
会
の
中
で
は
、
開
祖
の
技
の

写
真
を
用
い
て
ご
指
導
さ
れ
る

場
面
も
あ
り
、
合
気
道
の
原
点

に
立
ち
戻
っ
て
稽
古
す
る
こ
と

も
で
き
た
。

（
合
気
道
兵
庫
県
連
盟
理
事
長

萱
原
彰
宏
）

静
岡
、指
導
者
研
修
会

静
岡
県
地
域
社
会
指
導
者
研

修
会
は
、
１
月
３１
日
、
２
月
１

日
の
２
日
間
、
静
岡
県
武
道
館

（
藤
枝
市
）
に
て
行
わ
れ
た
。

中
央
派
遣
講
師
と
し
て
森
智

洋
本
部
道
場
指
導
部
師
範
、
地

元
講
師
と
し
て
石
原
克
博
静
岡

県
合
気
道
連
盟
理
事
長
が
指
導

さ
れ
た
。
１
月
３１
日
に
は
開
会

式
が
行
わ
れ
、
芝
田
和
豊
静
岡

県
武
道
館
館
長
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

両
日
を
通
し
て
森
師
範
は
、

ま
ず
単
独
動
作
で
自
分
の
セ
ン

タ
ー
軸
を
作
り
、
軸
を
維
持
し

た
ま
ま
技
を
行
う
こ
と
を
強
調

し
指
導
さ
れ
た
。
石
原
師
範
は

足
捌
き
と
姿
勢
を
意
識
し
な
が

ら
技
を
行
う
こ
と
を
指
導
さ
れ

た
。２

日
目
の
午
後
に
は
研
修
成

果
発
表
会
と
し
て
、
静
岡
県
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
の
演

武
が
行
わ
れ
た
。

演
武
終
了
後
、
閉
会
式
が
行

わ
れ
、
２
日
間
を
通
し
延
べ
１

０
０
名
が
参
加
し
た
指
導
者
研

修
会
は
幕
を
閉
じ
た
。
（
合
気

道
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員

深
浦
徹
也
）

鈴
木
道
場
が
４５
周
年

合
気
道
鈴
木
道
場
創
立
４５
周

年
、
並
び
に
ソ
ニ
ー
厚
木
合
気

会
４０
周
年
、
ソ
ニ
ー
合
気
会
４５

周
年
の
記
念
行
事
は
、
２
月
２８

日
、
厚
木
市
東
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
順
子
先
生
が
池
袋
の
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
始
め
ら

れ
た
合
気
道
教
室
を
前
身
と

し
、
平
成
元
年
に
「
合
気
道
鈴

木
道
場
」
と
な
っ
て
か
ら
、
今

日
ま
で
４５
年
の
歩
み
を
刻
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
ソ
ニ

ー
厚
木
合
気
会
と
ソ
ニ
ー
合
気

会
も
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

職
場
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
日
々
研

鑽
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

合
同
稽
古
と
演
武
会
に
続

き
、
祝
賀
会
に
は
５８
名
が
集
い

ま
し
た
。
会
場
で
は
往
時
の
写

真
を
交
え
た
ク
イ
ズ
に
歓
声
が

上
が
る
な
ど
、
再
会
を
慈
し
む

和
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。私

は
祝
賀
会
で
最
後
の
挨
拶

を
務
め
ま
し
た
が
、
鈴
木
先
生

と
諸
先
輩
が
築
か
れ
た
歴
史
と

繋
が
り
に
改
め
て
深
く
感
謝

し
、
こ
の
伝
統
を
次
代
へ
繋
ぐ

べ
く
一
層
の
精
進
を
誓
う
佳
き

日
と
な
り
ま
し
た
。
（
ソ
ニ
ー

厚
木
合
気
会

寺
川
）

合
気
道
体
験
会

３
月
１７
日
、
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｂ
ｕ
ｌ

ｌ

Ａ
ｄ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
チ

ー
ム
（
レ
ッ
ド
ブ
ル
ス
ポ
ン
サ

ー
ド
ク
ラ
イ
マ
ー
）
の
合
気
道

体
験
会
が
、
合
気
道
本
部
道
場

で
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
お
よ

び
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア
ス

リ
ー
ト
が
参
加
し
た
。

本
企
画
は
、
日
本
で
の
合
宿

の
オ
フ
日
に
合
わ
せ
、
海
外
選

手
と
日
本
人
選
手
が
日
本
文
化

に
触
れ
な
が
ら
新
た
な
視
点
を

取
り
入
れ
自
身
の
活
動
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
平
山
ユ
ー
ジ
氏

（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
総
合
優
勝

２
度
）
を
は
じ
め
、
五
輪
メ
ダ

リ
ス
ト
、
五
輪
出
場
選
手
、
コ

ー
チ
、
関
係
者
ら
計
１８
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
鈴
木
俊
雄
本

部
道
場
指
導
部
師
範
が
務
め
、

参
加
者
は
合
気
道
の
基
本
動
作

を
中
心
に
、
身
体
の
使
い
方
や

姿
勢
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

参
加
者
た
ち
は
、
普
段
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
異
な
る
身
体

操
作
に
新
鮮
な
驚
き
を
見
せ
つ

つ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
も
通
じ

る
心
構
え
や
身
体
感
覚
を
感
じ

取
っ
て
い
た
様
子
で
、
明
る
い

表
情
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
参
加
者
は
合
気
道
に
非

常
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、

文
化
交
流
と
身
体
感
覚
の
学
び

が
融
合
し
た
体
験
会
は
、
新
た

な
気
づ
き
を
得
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

藤巻師範の入り身投げ

関師範の指導

森師範の指導

鈴木師範を囲んで

合気道を体験する参加者

バ
ル
セ
ロ
ナ
講
習
会

私
（
栗
林
）
は
、
３
月
１２
日

か
ら
１７
日
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
の

明
修
館
道
場
（
代
表
・
ミ
ッ
シ

ェ
ル
・
フ
ェ
イ
レ
ー
ン
師
範
）

主
催
講
習
会
の
た
め
、
ス
ペ
イ

ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
訪
問
し

た
。講

習
会
は
１３
日
夜
か
ら
バ
ル

セ
ロ
ナ
郊
外
の
学
校
の
体
育
館

を
使
用
し
て
始
ま
り
、
１５
日
ま

で
合
計
４
回
の
稽
古
に
は
会
場

の
人
数
制
限
を
超
え
て
し
ま
う

１
４
０
名
が
参
加
し
た
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
は
じ
め
ス
ペ
イ
ン
各
地

か
ら
の
参
加
者
は
勿
論
だ
が
、

ミ
ッ
シ
ェ
ル
師
範
の
お
人
柄
も

あ
り
、
１５
カ
国
か
ら
の
参
加
者

が
あ
り
、
合
気
道
を
通
じ
た
国

際
交
流
を
し
た
。

ミ
ッ
シ
ェ
ル
師
範
の
合
気
道

に
対
す
る
真
摯
な
向
き
合
い
方

が
お
弟
子
さ
ん
方
に
も
し
っ
か

り
浸
透
し
て
い
て
、
と
て
も
気

持
ち
よ
く
講
習
を
行
う
こ
と
が

出
来
た
。
（
本
部
道
場
指
導
部

師
範

栗
林
孝
典
）

（公財）合気会では「第６３回全日本合気道演

武大会」の開催に際して賛助会費のお申し

込みを下記のようにお願いしております。

記

会 費：１口（１万円）以上

申込先：（公財）合気会

〒１６２―００５６ 東京都新宿区若松町１７―１８

電話 ０３（３２０３）９２３６

三井住友銀行新宿通支店 当座１０１５００７

郵便振替 ００１５０－０－４９５２７

公益財団法人 合 気 会

演武大会賛助会費のお願い

昭 和
１００年 国際武道セミナー
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合 気 道 新 聞 （４）令和８年（２０２６）４月１０日第７６９号

【四段】

◆本部道場�矢部雅也、中野源大◆磐城合

気乃道�吉田幸市、関敬弘◆三島記念館�
白石渉◆合氣道廣心会�松浦雅子◆祥平塾

�松�智恵美、神代孝治◆神氣館�冨田泰

光◆大阪武育会�中下祐希◆取手合気会�
梅津裕一郎、坂東和彦◆城北道友会�前田

達矢◆木田塾道場�柴山幸雄◆合気道松風

塾�浅間一貴◆大宮氷川合氣会�立入健司

◆U.S.A�D.Hirtle、C.Rauh、N.Ruggles、G.

Sowles、J.Graham、B.Edwards、S.Silva、C.

Lefebvre、M.Sharp、D.Ellerton、S.Allais◆

AUSTRALIA�A.Margetts、J.Costa、H.Lewis

◆ITALY�M.Spezia、C.Cova、P.Colombani、

R.Sabatini、V.Rametta、R.Diaferio、L.Giorgini、

L.Persico、R.Palestro、I.Rossi、F.Massaglia、

L.Zara、U.Smarrazzo、F.Morgese、A.Madonna

◆ROMANIA�I.Mocanas、A.Flueras◆SLO-

VAK�R.Brych、M.Gelnar、J.Dobsinsky◆

SWEDEN�H.Marten◆NETHERLANDS�J.

Cornelissen、P. Hoogeveen◆TURKEY�B.

Gunes、 M.Tumuklu◆RUSSIA�A.Zubarev、

A.Antonov◆COSTARICA�C.Mata◆SWIT-

ZERLAND�D.Lamard、M.Steiger、A.Braun、

L.Schenk◆BRAZIL�L.Silva◆SPAIN�M.

Rios、J.Talleda、M.Navas◆U.K．�Y.Stcher-

binine◆中華民国台湾�柯維明、陳銘坤、

陳良オ◆LEBANON�Z.Itani◆GERMANY

�U.Geiser◆POLAND�P.Sliwa、E.Wagner、

M.Wysocki

【参段】

◆本部道場�中原楓、佐々木達也、畠山光

子、東一郎、島田伸一◆可児道場�橋本潤、

小木曽晋平◆ＪＲ東日本合気道部�三宅準

一、中村拓哉◆蓼科道場�國分基彦◆新宿

スポーツセンター�久保田和津子◆ひたち

なか合気会�斉藤哲也◆長崎氣和会�上本

恵美◆宮城根本道場�大友一博◆高知合気

会県立武道館道場�宇都宮一人◆三河合気

道研究会�杉若海斗、川北聖子、籔押慶二

◆祥平塾�平川博久、今泉和子◆杉並合気

会�新田直貴、K.Chuck、L.Schultz◆多摩

合気会�栗原智子◆大阪武育会�長尾昌

彦、池側千恵、杉原千恵、眞野光子、島田

尚樹◆塩尻朝日正心会道場�岡本健、渡邉

喜代恵、末木徹◆天之武産合気塾�塚本成

文◆合気道昭和道場�菊間久◆津田沼カル

チャーセンター�佐野達也、古堅秀明◆合

気道敬道館道場�佐古美砂紀、田口晴規◆

足利市民合気道クラブ�須長英男◆上毛合

気会�稲垣義和◆東北大学�菱沼玲汰◆

SERBIA�V.Hodzic、S.Simic◆U.S.A�S.

Montagna、R.Valenzuela、E.Yasui、M.Bush-

makin、E.Evenson、D.Kraus、D.Cole、M.Fos-

ter、A.Leitner、M.Yerovinkina、N.Safronenk-

ova、K. Park、L. Howard、R. Schriver、A.

Nuzhnov、H.Nesbeitt、B.Charra、K.Haftorson、

K.O’Connor、C.Velez、A.Lewis、J.Narvaez、

D.White、C.Lopez、A.Angelo、S.Lumish、

L.Senatus、B.Cox、C.Trengrove、N.Katzen-

berger、S.Rodriguez、R.Chong、E.Giroux、

J.Freund、N.Burd、S.Brown、C.Meneur、C.

Swan、D.Karsono、P.Jones、M.Howard、E.

Martineau、R.Lopez、W.Carmen、A.Fleming、

J.Carter◆AUSTRALIA�J.Dodson、P.Bury

◆ITALY�A.Guerzi、G.Romano、F.Pizzitola、

G.Tartano、M.Buccola、I.Barulli、G.Romito、

G.Castellani、S.Marescotti、A.Mazzoni、M.

Barone、A.Luino、A.Delfino、M.Ceraudo、

F.Colucci、F.Scorretti、F.Grieco、N.Esposito、

G.Procida、M.Vianello、L.Tassara、F.Gangi、

C.Drescher、J.Gufler、R.Favalli、R.Talpa、

L.Drovandi、S.Mongillo、F.Sabetta、M.Pe-

dretti、D.Lucisano、B.Falabella、C.Principato、

G.Liberti、F.Casciani、E.Finauri、M.Esposito、

V.Pastore、F.Spinelli◆ROMANIA�O.Navo-

daru、D. Nechita、S. Dirtu◆SLOVAK�R.

Herdzina、T.Guttman、T.Novak、H.Havrila

◆SWEDEN�J.Ollakka、A.Nordqvist◆BRA-

ZIL�V.Neto◆CAMBODIA�T. Chunhieng

◆NETHERLANDS�W. Krijgsman、S. De-

bets、T.Blerck、M.Tichelaar、M.Lakhloufi、

金卉菲、M.Hodes◆TURKEY�M.Ziyalan、

H.Ozkan、B.Demirel、A.Ileri、M.Karaca◆

MALAYSIA�M.Pham、鄒 、 勇霖、

�文輝◆RUSSIA�T.Kadyrmaev、O.Suvo-

rov、E.Kushnikov、N.Gladkov◆LAO�S.

Roullier 、 S. Nosavan ◆中国�叶昇凱◆

SAUDIARABIA�Y.Ogues◆IRELAND�D.

Traynor◆SWITZERLAND�A.Bula、M.Pejo-

vic、R.Pagnamenta、C.Ernst、A.Bader、S.

Walker◆FRANCE�F.Riedlin、A.Pigeollot

◆UKRAINE�I.Tafintsev◆SPAIN�J.Pino

◆LEBANON�N.Khattar◆BELGIUM�A.

Benameur◆POLAND�L.Koltun、L.Rutkow-

ski、P. Wojecki◆ INDIA�K. Kayoom、A.

Basha、A.Lonkar

【弐段】

◆本部道場�福田亘、村田由里、川尻アン

ジェロ実◆合気道瀧田塾�小山田道子◆ひ

たちなか合気会�小野恵実、北畑武◆長崎

氣和会�竹尾大輔、殿川剛◆多賀城合気道

道場�佐藤康治◆祥平塾�臼井彩乃◆城南

合気会�木村美樹夫◆神武館�石河柚希、

久田妃奈乃◆杉並合気会�J.Hughes、D.

Hamlet◆大阪武育会�豊郷琳梧、相羽初音

◆大塚道場明道館�殷石◆塩尻朝日正心会

道場�大津崇、末木隼人◆天之武産合気塾

�北村一郎◆取手合気会�下村誠◆合気道

昭和道場�村田悠高◆明治神宮至誠館�小

牧弓珠◆合気道松風塾�青木絵莉子◆幸徳

会�仲村龍一郎、森田啓介◆三菱養和会武

道スクール合気道塾�平松宏◆小林道場�
T.Stabell◆越心館�梅川美香◆合気道敬道

館道場�岸田直昂、安喜宣行◆荒川合気道

同友会�阿部朝彦◆合気光林館道場�太田

アポスト・ミハイ・フロリン◆合氣道木下

道場�安藤信濃◆上毛合気会��田直人◆

合気道楽々健身倶楽部�増田義章◆埼玉大

学�南雲匡輔◆神戸大学体育会合気道部�
牧野壮一郎◆青山学院大学�松尾理央◆東

京理科大学神楽坂�上原実芳子◆北海道大

学�山本遥穂◆CZECH�V.Perunov◆SER-

BIA�F.Vukicevic、G.Matejic、J.Popovic、

S.Simic◆U.S.A�S.Lynch、A. Cohen、D.

Poole、O.Gomez、J.Lorenz、S.Koehler、K.Ik-

dimne、L.Estrada、D.Sparkes、V.Eng、B.Biss-

ram、N.Hatsiandrou、J.Tracy、K.Ruether、

L.Macchi、H.Alapini、J.Gonzalez、A.Medina、

G.Prepoint、F.Rosado、J.Blackwell、M.Ikeda、

J.Antaya、N.Upham、八重樫ジェイムス和

彦、I.Schwartz、E.Anderson、D.Ng、A.Wayne

◆AUSTRALIA�L.Fox、A.Marzuki、W.Mce-

wan、B.En◆ITALY�P.Andreula、C.Losito、

M. Ameruoso 、 A. D’Errico 、 E. Mesto 、 F.

D’Agostino、C.Cucchi、F.Petrone、M.Men-

doza、C.Failla、A.Evangelista、M.Breeuwer、

P.Lanza、A.Segatti、D.Kaserer、S.Pinter、D.

Pinter、C.Scali、P.Banti、O.Pallotta、F.Pacchi-

ani、E.Soggia、M.Bertinetti、F.Fondacci、P.

Lattanzi、 F.Morchi、C.Costantino、S.Pejla、

B.Salvatore、S.Borowik、A.Manfredi、S.Camil-

lis、D.Carrozzo、E.Dellapiana、A.Martina、

G.Martorana、D.Moreno、S.Puppo、D.Romani、

M.Molinari、A.Congiu、F.Canale、D.Bruno、

L.Guarigli、G.Sarappa◆LEBANON�R.Kadi

◆ ROMANIA� D. Coltea 、 A. Nalat 、 E.

Monastirschi、V.Badica、N.Bota◆SLOVAK

�J.Balaz、J.Botos、D.Ziska、P.Zibritovsky、

L. Ptacek ◆ SWEDEN� H. Christensen 、 P.

Melin、H.Holst、H.Nylund◆TURKEY� I.

Tura、 A.Selcuk◆UKRAINE�M.Shyrokov、

O.Kovalyk、O.Melnyk◆NETHERLANDS�
J.Vaal、F.Burg、R.Wijk◆中国�張耀廷、

王兵、趙迪◆RUSSIA�T.Starshinova、Y.

Shabashov、K.Savenkov、E.Sorokin、A.Ti-

mofeev、C.Samotkanova◆SINGAPORE�B.

Sunuwar、J.Rai◆AUSTRIA�S.Magdic◆PO-

LAND�B. Wojtyczka◆SWITZERLAND�
M.Siniak、V.Nanumyan、V.Dormidontov、

K.Kombo◆FRANCE�M.Ogier、C.Mucken-

sturm、P.Flipeau、A.Meyer◆BRAZIL�E.Ol-

iveira、A.Jammal、M.BernardinoJr.◆SPAIN

�A.Parga、R.Sanchez、I.Mondejar、P.Sanz、

M.Rios、J.Blanco、R.Esquivel、B.Barragan

◆MALAYSIA�潘家 ◆中華民国台湾�
朱韋燐、林建緯◆BELGIUM�M.Visser◆U.

K．�D.Fontaine、A.Martinez、J.Beuschel

【初段】

◆本部道場�向井一志、門田直之、織田武

宏、上脇克己、馬場悠史◆高知合気道グル

ープ�笹岡祐己◆合気道瀧田塾�梶浦聡、

仲島望夢、万代龍志◆白岡合気会�内藤穂

の香◆岡崎葵道場�三輪紘子、服部楓希、

山口素生、榊原歩◆宮城塩釜合気修練道場

�清野裕子◆宮城上善塾女川道場�稲村哲

也◆合氣道神武錬成塾�黒澤令子◆宮城仙

台市武道館合気道教室�平野清、菅井敦司、

市川耕平、梅垣宏介◆月窓寺道場�平井迦

音琉◆日本武道館武道学園勝浦�岩堀莉愛

◆A.K.I．�R.Gongoro◆神武館�迎芳里、

内田明来、湯谷和花、奥野伊吹◆大宮道場

�加藤樺乃◆天之武産合気塾�小林美穂、

井村由依、竹山常三、竹内千咲音、栗田佳

葉、藤田菜生、成田康樹◆取手合気会�大

久保清士◆京都近江合気会�恒石鉄兵、平

林悠汰◆合気道昭和道場�出羽毅久◆日高

道場�熊谷悠月◆三菱養和会武道スクール

合気道塾�高橋秀和◆大阪武育会�鳥巣哲

也、中彌英登、李富江、福本広和、玉井幸

子、石金義広、堀家武志、中井梨乃、山脇

蓮、新井大地◆守清館�島田亜希子◆合気

道和心会�杉本裕一、松井菜々音、森垣怜、

新垣友隆、矢野正樹、星谷光信、森田真優

子◆東海合気会�竹田和弘◆合気道三錬会

�北圭悟◆合気道金子道場�菊池紀史◆合

気道草間道場�伊藤貴代◆小林道場�H.

Hedloev、E.Odden◆かばら合気道同好会�
追立竜◆合気道凛�森和也◆合気道志鵬館

�大前雄亮◆長野至水会�草深孔明◆東北

学院榴ヶ岡高等学校�相澤瑠伊、竹澤佑斗

◆大阪府立日根野高等学校�一二三凛子、

大原愛夢◆明徳義塾高等学校合気道部�リ

ーグエン・コイ◆目黒学院高等学校合気道

愛好会�橋穂乃花◆帝塚山大学�森信芳、

柏木愛実、小野桜子◆近畿大学医学部�片

岡碧◆愛知教育大学�松枝沙英、江�冴、

花木心優、坂口怜◆高崎経済大学�鏡田健

人◆埼玉大学�今野正宗、池上華乃、勝又

瑠彩、大塚拓実、�田智香子、鈴木貴大、

一戸優甫、尾崎幸太郎◆神戸大学医学部�
岩田昂太◆青山学院大学�伊藤ソフィアン

大貴◆早稲田大学�中原望、若杉英史◆中

京大学�川口新太◆帝塚山学院大学�木田

雪乃、新田桃代◆東京外国語大学�樋口優

未◆東京経済大学�守屋京修、安村櫂◆東

京農工大学�二瓶隼太朗、鈴木駿豊、内田

琥介、今関匠◆東京理科大学神楽坂�中松

寛治、田崎莉菜、西浜顕、小野隼人、市川

大登◆東北大学�助川陽菜、松尾勇人、塚

田嶺、齋藤志穂、久保明日香、日詰颯人◆

二松学舎大学�向井優慧、�木敦史、市川

吏玖、小林賢太、下田智裕、関向日葵◆東

京都市大学��尾光佑、金子優愛、外山直

樹◆名古屋大学�荒井清正、石井宏樹、岩

谷和奏、栗林芽生、中谷祐亮、村山志帆、

山田明佳◆帝京大学宇都宮キャンパス�鹿

野愛葵◆CZECH�P.Sveda、M.Machurek◆

UKRAINE�M.Tokarev、M.Ponomarenko、

F. Kuku 、 E. Zenchenko 、 R. Tyshko 、 V.

Rieznikov、M.Kostiuchenko、A.Kostenko、

O.Briver、M.Semenii、V.Bazyma、Y.Hurian、

D.Berbets、V.Shkurko、T.Khamdan、B.Kulyk、

Y. Kotlinskyy 、 O. Nedoluzhenko 、 M.

Lutsovych、M.Kaynts、S.Lendyak◆SERBIA

�V.Sheptukhovskii、V.Blazevic、A.Diosi、

A.Milosevic、P.Tesic、P.Tesic◆BRAZIL�F.

Sousa、F.Moron、C.Horta、C.Rocha、J.Silva、

W. Rodrigues 、 P. Rossini ◆ U. S. A ．�M.

Kennedy、A.Pemberton、T.Yin、A.Alday、

W.Rojas、A.Bae、J.Beckwith、H.Bibilouri、

L.Borrelli、T.Boudemaghe、F.Bourgouin、R.

BreenJr．、K.Dang、R.Barreto、B.Flanagan、

S.Ford、 J.Frankiewicz、R.Gilkes、B.Gleed、

N. Irep 、 W. Kackstetter 、 S. Magnan 、 F.

Marchetti、M.Mccourry、D.Mckoskey、E.Mur-

phy、H.Nguyen、T.Noonan、J.Orozco、Z.Ra-

him、I.Arbolaez、C.Gluvna、D.Preziosi、M.

Saravia、M.Doran、A.Miick、G.Reiss、J.Knud-

son、J.Nelson、L.Esposito、D.Huisinga、M.

Gilbride 、 N. Previte ◆ AUSTRALIA � P.

Bovell、M.Dicker、J.Honey、W.Tanuwijaya、

M.Turner◆ITALY�C.Fornito、B.Benvenuti、

S.Martufi、G.Peveraioli、L.Simeoli、C.Cogotzi、

C.Cappelli、 J. Pirini、E. Buoncompagni、S.

Girelli、M.Ferla、F.Dutto、F.Sero、M.Campos、

A.Timi、M.Timi、E.Rubino、I.Valle、M.For-

zoni、N.Ballestra、P.Biolet、T.Ricci、A.Vitello、

D. Antonali、U. Albera、R. Corsini、F. Pap-

palardo、C.Fusi、M.Martina、S.Donna、A.Sal-

via、T.Guerriero、P.Iannone、M.Cosentino、

A.Cozzi、A.Crispo、S.Ferrara、A.Riccardi、

F.Petrangeli、L.Fiorelli、M.Costa、M.Gagliano、

M.Limatola、M.Ozino、A.Fassio、P.Vasino、

B.Amelot、F.Vincenzi、G.Ursi、F.Bracci、

G.Carlini、L.Sciarretta、V.Ippolito、H.Stanilov、

B.Stoymirska、Z.Mandil、B.Angelova◆RO-

MANIA�M.Cirlea、C.Hincu、D.Gorski、E.

Laposi、V.Ciobanu、E.Berlo、M.Teodorescu、

R.Pirvulescu、I.Apostolovici、D.Dulau、A.

Becheru、A.Budulan、M.Palamar、C.Bucataru、

M.Pironescu、M.Pironescu、A.Tapes◆SLO-

VAK�R.Groman、M.Koncula、E.Petrociova

◆SWEDEN�V.Thiria、E.Gullberg、S.Mari-

nov、E. Jansson◆ INDONESIA�Wahyu◆

NETHERLANDS�L.Houben、 D.Duijsings、

P.Born、K.Bruijn、E.Boer、R.Vermeeren、J.

Verhagen、C.Wit◆TURKEY�E.Ozturk、S.

Erim、S.Karaosmanoglu、U.Mece、E.Gunduz、

M.Cosar、M.Sivri、S.Bulut、E.Alkan、M.Al-

demir、S.Aytekin◆中国�唐敏 、李 、

秦 、王 惠、張李文◆韓国�金剛範、

羅基雄◆SINGAPORE�F.Liew、 A.Hazmi、

林 峻、J.Gurung、B.Tng、D.Dang、H.Chua、

E.Leong◆POLAND�A.Frach、A.Zak、S.

Krzyzyk、K.Iwanow、M.Lapka、A.Bajerowska、

W.Zawadzki、A.Denis、M.Malach、L.Polom-

ski、J.Baske、T.Nagorski、A.Skuczynski、

M.Rosicka◆SAUDIARABIA�A.Jakilan、A.

Alsamani ◆ IRELAND� F. Mcgirl ◆ SWIT-

ZERLAND�C. Bangerter 、 A. Pejovic 、 B.

Boesch、M.Luethi、R.Makwega、L.Abalos、

M.Schaller、S.Becker、J.Edward、E.Perret、

P.Niederhauser、 N.Du◆FRANCE�H.Park、

D.Perigon、J.Demuth、E.Mariathas、A.Henrich、

C.Laplanche、M.Komaroff、N.Beck、S.Sibou-

let◆SPAIN�M.Cifuentes、G.Garcia、C.Paez、

M.Jimenez、L.Medina、M.Alvarez、S.Gon-

zalez、I.Villalobos、D.Martinez、J.Elizondro、

C.Solis、J.Figueroa◆MEXICO�A.Gutierrez

◆MALAYSIA� 馨羽、C.Yap、蔡安 、

杜佳�◆中華民国台湾�李榮宗、張祈霞、

楊潔敏、陳正一、●孟彝◆RUSSIA�M.

Sermeev、V.Yagushov、R.Bolloev、K.Beley

◆U. K．�D. Crowther◆ INDIA�M. Ima-

yavaramban、S.Jayabalan

各各道道場場のの昇昇段段者者
令和８年２月１０日～

３月９日

（公財）合気会登録


